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全学共通科目の課題
渡　辺　恒　利
教養課程の廃止に伴い平成13年度教養部が廃止され、分属して7年が
経過した。本学では教養と名のつくものはなくなり代わって全学共通科目
となって現在に至っている。全学共通科目という名称は、教養教育のよう
に教育内容を表していないのでいろいろな要素が混在するようになった。
全学共通科目を担当する専任教員は、その間補充人事も無かったのでほと
んど旧教養部の教員である。
本学の全学共通科目の理念と教育目標は
1）教育理念
（力大学生の基礎教育に必要な「学ぶツール」としての基礎知識の修得を
徹底する
②多様な現代社会に対応し得る幅広い教養と総合的な判断力を有する調
和の取れた人材の育成を目指す
2）教育目標
（B．語学教育及び外国人留学生の日本語教育の推進
③　国語教育の重視、現代日本語の読む、書く、聞く能力の養成
（参　情報化社会に対応した情報処理能力の育成
壇）専門教育につながる数学・統計学などの基礎学力の養成
⑤　健康で協調性を備えた人材の育成
⑥　就職試験などに対応したキャリア教育の充実
である。
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全学共通科目にまつわる課題が予想されていたとはいえ今日いくつか見
えてきたので、書き留めておこう。
（1）共通科目を担当している旧教養部教員の負担が大きくなったこと。
所属する学部教育と共通教育を担うようになったことと、4学部で教養科
目を教えていた時代から、教養課程がなくなったことで、語学を除くほと
んどすべての教養科目が選択科目となったことで、いくつかの例外科目は
あるがクラスの合併が行われた結果、異なる科目を同じコマ数こなさなけ
ればならないようになった。
（2）学部教育と共通教育の間のシステムの矛盾に悩まされるようになっ
たこと。
4年一貫の学部教育の中に現れる基礎教育や教養教育と、学部横断の共
通教育がぶつかることがある。全学共通科目の教育とカリキュラムを今後
どのように調整したらよいのか。
（3）入試形態が益々多様化し学生の大衆化が進んだ結果、基礎学力のな
い学生が増え、教養教育が厳しい状況になっていること。幅広い教養とい
う理念が危うくなってきている。補習を含む基礎教育の充実が叫ばれるよ
うになるとともに大学の評価が就職や資格試験の合格者数で表される結果、
新しい流れとして就職を念頭に置いたキャリア科目の出現である。その先
駆けとなった科目「人生と進路選択」は、学部教員を中心に設置された
もので現在キャリア科目として全学共通科目の中に複数の科目が加わった。
補習を含む基礎教育を必要とする学生とそれでは満足しない学生が混在し、
英語や国語それに算数の基礎学力試験が全学部ないしは学部単位で考えら
れている。
これらは解決できるようなものではないかもしれないが、大学全体で取
り組む必要がある課題である。今後も時に触れ形を変えて教員を悩ますこ
とになる。
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